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一十議模事み審議
かほく市社会福祉協議会広報誌

2024Nn54 みんなで築く地織福祉のまちづくり
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地域サポーター森図聖子佳径児童委員}

今は 依叙された活動が多いですが 自ら命闘し活動できるといいで

すね.今できること 今しかできないことを 紡に少しずつ納み血ね
ていきましょう.

1学校コーディネーター沖野ゆかり

学校金活や部活動とは別にボランティア

サ クルで前附されているメンバ のみな

さん いつもありがとうございます.幅広

い匂院の方々と交法しながら、地域 i't献に

つながる活動の実施 議附らしいですね.

これからも応級しています.

。

“お(河北台中学校)目

|函iJ除停ノ気中学笠E

学綬コーディネタ 本多民麻
rmyanj が股立して7年.今年は外日 i'.

学資保有クラブでの活動 凶\~f館での緩み

聞かせボランティア 能盟議闘災也被災 x

へのタオル支緩怠ど級々なIf;動を行ってい
ます.生徒たちにはこれからも『自分たち

ができるボランティア』を合n策に前動の
場を広げていけるよう 弘ができるサボ
トをしていきたいと思います

月t;lサボーター竹内久美子〈主佼児童委員}

rnyanのみなさんが、ジュニアボランティアの問動を過して ruんで

もらえてうれしい」という経験を附みillねながら成長する安を見ること

は、弘にとっても大きな自びです.応怨しています.

地t;lサボーター川津信一〈主任児童委員〉

ボランティアに参加している生徒の成肢を感じるのは、人への『優し
さや思いやり』が有っていることだけではありません. rお世簡をして
いる』という怠畿から 自分たちの活動を支えて〈れる人たちがいてボ

ランティ 71活動の機会や場があるということに生徒が気づき始めた時で

す.

、学校コーディネーター図上弘子

学校コディネ タ として乎ノ気中学

校ジュニアボランティアサークル助け隊の

サポートをさせていただいています.生徒

たちは、学政保育 商船積偏祉施設の?JiJill
イベント参加等に積極的に取り組んでいま

す.明るく元気いっぱいの生徒たちとこれ

からも鶏しく 1活動して行きたいと思います.

。

初E都万町師首よ
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な
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参
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れ
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し
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た
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ロ
寸
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節

1
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2
学
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V

。
す
っ
ご
く
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の
し
か
っ
た
し
、
ほ
い
〈
し
さ
ん
や
お
は
な
し
ま
ど
か
さ

ん
の
き
も
ち
も
よ

1
く
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り
ま
し
た
.
(
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ノ
気
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部
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。
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な
の
前
で
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聞
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ド
キ
ド
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た
け
ど
、

2
人
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説
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だ
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と
ち
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あ
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ま
り
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ち
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ま
せ

ん
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た
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ま
た
腕
み
聞
か
せ
を
し
た
い
で
す
.
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も
も
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う
」
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段
ん
で
ー
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も
よ
り
犬
の
鳴
き
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が
下
手
だ
っ

た
気
が
し
た
の
で
も
っ
と
線
制
し
た
い
で
す
.
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績
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い
う
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苦
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い
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ー
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が
一

・
あ
り
ま
す
が
国
民
的
人
気
ア
ニ
メ
の
家
僚
に
ん

司
た
と
え
認
知
能
に
な
る
と
ど
ん
な
問
題
が


一
起
こ
り
得
る
の
か
，
エ
ピ
ソ
ド
を
交
え
て
契
一

司
約
社
会
の
ゆ
で
生
活
し
て
い
〈
た
め
に
成
年
後

E

一
見
制
度
を
ど
の
よ
う
に
利
川
し
て
い
〈
の
か

.

.

一
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
わ
か
り
や
す
く
お
路
し
て
一

一

い

た

だ

き

ま
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た
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|酔後見制度を支援する「中核機関J を段置

。

成年後見制度とはワ

知的関;Ji， ~，神附 ;y 認知佐などによって物'I<を判断する能力が十分でない方につい

て ご本人の権利を守る般助者『成句後見人等J を選ぶことで‘ご本人を法律的に支怨

する制度です.ご本人の判断能力が不十分になる前に利III契約する「佐重後見制度」と、

ご本人の能力が不十分になってから利則する「議定改見制度J があります.

批判断能力が

十分で"い
、v

輔自"，叩即応じて
成年後見人保佐人i 縞助人

カ選任される

r法定後見制度Ji
'l~'

E冨I:E!!・
ずき，

幽

「任怠後見制度J

A まだ元アぶだけど

将来均時，足

‘V
現住の生訴状前 論調する

何刻障のライフスタイルに合わ

合せて附するとMでH

4)lIlD!:盟国

量失
雪量子‘品目

，慣田司書開園盟国四哩理現望調理費問問問胃曹関圃

d詰鑓体-阻Zヨ・

市では、成年後見制度に附

する側鎖や制度の利 III を促進

するために 8月からかほ〈市

社会福鮭偏重会内に「中核線

開」を段置しました.認知続

や隙 mなどがあっても自分ら

しく安心して停らせるように

本人や家飯後見人支銀関

係者をサポー卜し、地域迎機
ネットワークづくりに取り組

んでいきます.

「何から始めればいい

か分らない」など今後

どんなことに備えていく

べきかを一緒に考えまし

ょう。ご相談"無料、総

密は飯守します。お気経

にご相談下さい.

ご網絞お問い合せ

かほ <i Ii社会編祉協議会
(076)285-8885

。

か'"爾
.働者支揖
セノター

y
・.健康苛

手Jlチょ

局

窓生...関

曾2024.12

吋元〈4L陵
盟センター

]百五吉国E

."石市両面花王刀両忌"

民霊膏貝

ボランティア

陸軍置霊園

E・・・闘

厘亙f
直画一[柑棚



山
月
l
n
A
火
)
か
ほ

〈
市
総
合
体
育
館
で
、
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会
を

聞
似
し
ま
し
た
・
石
川
県

隙
向
者
ス
ポ
ツ
協
会

石
川
県
指
導
者
協
鵠
会
の

方
々
に
コ
ツ
を
教
え
て
い

た
だ
く
と
ゲ
!
ム
を
虫
ね

る
ご
と
に
カ
ロ
リ
ン
グ

が
上
手
に
な
り
ま
し
た
.

カ口 リング大会

島依

障害者

福祉協会

ー聞社協定G;q

団
体
の
活
動
を
紹
刊

秋季スポーツ大金
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Eま主す.また、 12 fJ I 日からは「儲末たすけあい募金 j 迷動

が始まりました.

f歳未たすけあい努金』は、支 III を必要とされているかほ〈市内の

ご家降、施殴を利則されている方、隙がいのある方や子供たちのた

めに役立てられます. みなさまのあたたかい汚立をお願いします.

石川県共同募金会ガぼく市共同募盆委員会
，I>ほ〈市社曾唱 a血筋畠舎内) m.;076-285-8885。

たくさんの方から細祉向上にとご笥附をいただきました.みなさまからの省附金は 地域

福祉の向 j を目的に社会結祉悩議会が推進する社会結祉事業に稲川させていただきます.

.市内匿名 1 名

次の方からプルタプ 使JlI iii み切手 ペルマークの収Jllにご協力いただきました.
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